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阿
蘇
市
教
育
委
員
会
で
は
、
阿
蘇
西
小
学
校
の
体
育
館
建
設
に
伴
い
、

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
18
年
度
に
か
け
、
建
設
予
定
地
や
道
路
拡
幅
予

定
地
内
の「
宮
山
遺
跡
」（
赤
水
地
区
）の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
調
査
で
は
約
1
千
8
百
年
〜
1
千
6
百
年
前
の
弥
生
時
代
か
ら
古
墳

時
代
に
か
け
て
の
大
量
の
土
器
や
石
器
な
ど
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の

家
や
墓
の
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
数
回
に
分
け
発
掘
調
査
や
整
理
作
業
で
判
明
し
た
成
果
を

も
と
に
、
阿
蘇
の
古
代
を
現
す
「
宮
山
遺
跡
」
を
詳
し
く
解
説
し
て
い

き
ま
す
。 

　
第
1
話
目
は
、『
阿
蘇
谷
は
湖
で
人
は
い
な
か
っ
た
？
』
で
す
。 

 「
阿
蘇
谷
は
湖
だ
っ
た
」
と
い
う
伝
説
か
ら
、
阿
蘇
に
人
は
住
ん
で
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
阿
蘇
市
は
県

内
で
も
有
数
の
遺
跡
（
＊
）
の
宝
庫
で
、
古
く
は
約
2
万
5
千
年
前
の

旧
石
器
時
代
か
ら
外
輪
山
上
に
人
が
住
み
始
め
、
約
2
千
年
前
の
弥
生

時
代
に
は
現
在
の
集
落
と
ほ
ぼ
同
じ
所
に
遺
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
時
代

と
共
に
人
々
の
生
活
の
場
が
外
輪
山
か
ら
平
野
へ
と
移
っ
て
行
く
の
は
、

次
第
に
阿
蘇
谷
の
自
然
環
境
が
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
と
、
水
田
経
営

が
関
係
す
る
も
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
発

掘
調
査
は
「
昔
の
生

活
の
よ
う
す
を
探
る

こ
と
」
が
、
主
な
目

的
で
す
。 

　
人
々
が
「
い
つ
の

時
代
に
」「
ど
こ
で
」「
ど
の
よ
う
に
」
く
ら
し

て
き
た
か
を
地
層
や
遺
物
（
＊
）、
遺
構
（
＊
）

な
ど
か
ら
考
古
学
的
に
検
証
す
る
調
査
で
す
。

近
年
で
は
、
自
然
科
学
や
環
境
考
古
学
と
い
っ

た
科
学
分
析
法
の
進
歩
に
よ
り
、
当
時
の
食
べ

物
や
周
り
に
ど
の
よ
う
な
植
物
が
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
そ
れ
ら
が
具
体
的
に
何
年
前
の
モ
ノ
か
な

ど
色
々
な
角
度
で
遺
跡
を
検
証
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 　
発
掘
調
査
に
よ
り
、
昔
の
く
ら
し
の
特
徴
は
、

自
然
の
恵
み
と
人
間
本
来
の
知
恵
を
活
か
し
、

そ
の
土
地
に
あ
っ
た
食
生
活
や
道
具
な
ど
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
遺
跡
は
地
域
の
歴
史
と
文
化
の

成
り
立
ち
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
大
変
貴
重
で

あ
り
、
そ
の
場
所
に
し
か
な
い
地
域
の
財
産
な

の
で
す
。
人
々
の
く
ら
し
が
豊
か
に
な
っ
た
現

代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
く
ら
し
の
原
点
」
で
あ

る
「
自
然
と
人
間
の
調
和
」
を
改
め
て
見
直
す

こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
さ
て
、
遺
跡
は
一
度
壊
れ
て
し
ま
え
ば
二
度

と
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
地
中
に
埋

も
れ
た
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
存
で
き
れ
ば
よ

い
の
で
す
が
、
土
木
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
遺
跡

が
壊
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
遺
跡
を

守
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
私
た
ち
が

生
活
し
て
い
く
た
め
に
建
物
や
道
路
な
ど
を
つ

く
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
ど
う
し
て
も
そ
の
ま

ま
の
状
態
で
守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
遺

跡
を
図
面
や
写
真
な
ど
で
詳
し
く
記
録
し
、
末

永
く
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
責

務
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

  
現
在
、
市
で
は
「
宮
山
遺
跡
」
の
調
査
の
成

果
を
ま
と
め
る
整
理
作
業
を
旧
役
犬
原
小
学
校

の
二
階
で
行
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
発
見

が
あ
り
ま
す
の
で
魅
力
あ
る
「
阿
蘇
の
古
代
ロ

マ
ン
」
を
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
ま

い
り
ま
す
。
 

 

 

※
「
遺
跡
」
と
い
う
の
は
地
中
に
眠
る
私
た
ち
の
祖

先
が
生
活
し
て
き
た
「
あ
と
」
の
こ
と
で
す
。
人
々

の
生
活
の
あ
と
が
残
る
場
所
を
「
遺
跡
」
と
い
い
、

生
活
用
品
を
「
遺
物
」、
家
や
お
墓
な
ど
の
施
設
を

「
遺
構
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

ぜ
ん
 
ぼ
う
 

旧役犬原小学校での整理作業風景 

ファームスティ（農家民泊）に 
105もの農家の皆さんが取り組まれています。 
　阿蘇市には、修学旅行などで
訪れる都会の子どもたちを受け
入れ、一緒に軽作業をしたり、
郷土料理をつくり交流して、農
業や自然のすばらしさ・厳しさ
を体感してもらうファームスティ
（農家民泊）に協力されている農
家が105軒もあります。昨年度の
受け入れ生徒数は、南阿蘇村や
西原村など含め、約4,000人と年々増加しています。 
　ファームスティは、現在、（財）阿蘇グリーンストック（事務所：旧JA永水支所）
が窓口となり受け入れ農家と調整を図りながら進めています。 
　農家の皆さんは、人の子どもを預かるという大変なつとめですが、阿蘇の良さを
全国に広めるため、また、将来子どもたちの成長に役立つのであればと善意の気持
ちで協力されています。 

　修学旅行の児童・生徒とファーム

ステイ受け入れ農家や農業体験イン

ストラクターをつなぐ仕事をさせて

いただいています。阿蘇市の旧阿蘇

町地区、坂梨地区、手野地区、三野

地区、波野地区で、地区毎に受け入

れ協議会がつくられ、105軒ほどの登

録がされており、それぞれの世話人

さんを通してファームステイ受け入

れの態勢を整えています。 

　また、農業体験は酪農牧場体験、

あか牛ふれあい体験、源流探索体験、

漬物作り体験、薪割りとお菓子作り

体験等、阿蘇ならではのプログラム

を揃えており好評です。 

詳しいお問い合わせは、 

TEL 35－2488までお願いします。 

阿蘇の素晴らしさ 

を、次世代を担う 

児童・生徒に伝え 

ていきましょう！ 

阿蘇グリーンストックグリーン・エコ・ 
ツーリズムセンター担当　諸岡　哲夫 
 

　我が家で行う農業体験は主に牛を
使って行います。搾乳をしたり子牛
に哺乳をしたり、バター作りやロー
ルころがし、人工授精や去勢を見せ
ることもあります。牛の体温を肌で
感じ、子牛に手を吸われ、酪農家が
牛乳を生産するためにどんな努力を
しているか少しでもわかってもらえ
ればと思って行っています。牛乳は
工場で作られているのではなく牛が
子牛のために出していること。パッ
クに入った牛肉は殺された牛の肉で
あること。牛がした糞やおしっこは
堆肥となり作物の栄養になること。
誰もが知っていることを今の子供た
ちは知りません。少しでも農業に興
味を持ってもらい、阿蘇の楽しい思
い出が少しでも増えるように頑張っ
ています。 
 

農業体験を通じ 

て、農業への 

興味を持って 

もらっています 

農業体験インストラクター 
　　　　酪農家　阿部寛樹さん（折戸） 

　上の手紙は、我が家で受け入れた

神戸の中学生から送られてきたもの

です。この時は4人の生徒を受け入

れました。 

　畑で採ってきたもので、のっぺ汁

など阿蘇独特の料理を作るなど、い

ろんな話をしながら交流を重ねてい

くと、どんどん子どもたちの表情変

わってくるのがわかります。普通の

修学旅行は観光して帰るだけですが、

地方の農家に泊まる旅は生涯忘れる

ことのできない体験だと思います。 

　子どもたちが送ってくれたお礼の

手紙は私の宝ものとして、これから

も頑張っていこうと思います。 

子どもたちの 

喜ぶ顔が 

私にとっても 

喜びです 

 
受け入れ農家 
　　　　　　　　古木春美さん（坂梨） 

※なみの高原やすらぎ交流館でも農業体験を受け付けています。ご希望の方はTEL23－0555まで！ 

発掘調査風景 

発
掘
が
終
わ
り「
宮
山
遺
跡
」の
全
貌
が
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
！
 


